


プレスリリース

発表項目 No.1
令和８年５月 29 日 記者会見

岩手山山開きを開催します
【発表の要旨】
　本県及び本市の最高峰である「岩手山」（標高 2,038m）は、西岩手山の想定火口から
概ね２ｋｍの範囲に影響を及ぼす噴火が発生する可能性があるとして、噴火警報（火
口周辺、警戒レベル２）が発表され、令和６年 10 月２日 15 時から入山規制がなさ
れておりました。この度、規制が一部緩和されたことにより、７月１日から一部登山
道が開放されます。
　規制前は、滝沢市、雫石町との合同により山開きを開催しており、２年ぶりの山開
きとなります。今年は滝沢市が幹事として山開きを開催し、山の安全祈願並びに三市
町の一層の連携と友情交流を図ります。

２年ぶりの山開き　山頂で関係三市町の友情を交歓します

１　主催　

３　開催日時　

２　共催

４　会場　　 焼走り登山口

５　内容 （１）　安全祈願（主催：（一社）八幡平市観光協会）
（２）　登山隊出発式（主催：八幡平市）
　・主催者挨拶
　・市旗、ピッケル引き渡し
　・登山隊出発

（３）　登山及び山頂交歓会
　・正午に３市町が山頂に集合
　　メッセージ、ピッケル交換、万歳三唱、乾杯

（４）　友情交歓会（下山後）（場所：岩手山青少年交流の家（滝沢市））
　・関係者、招待者による交流

【担 当】
産業建設部 商工観光課 観光振興係
　主事　山田　耕大
　電話 0195-74-2111（内線 1313）

※雫石町、滝沢市においても各登山口（馬返
し・御神坂）で、それぞれ開催されます。

７月１日（水）午前６時から

関係市町観光協会、関係市町山岳協会、八幡平国立公園協会

八幡平市、滝沢市（幹事）、雫石町

６　その他　 ・荒天等による登山の中止決定は、各市町の判断となります。
・荒天の場合、安全祈願は「岩手山焼走り国際交流村（焼走りホール）」で行います。
・安全祈願から山頂交歓会まで、一般の方もご参加いただけます。
・登山の際は、音を鳴らすなど、クマに対して十分な対策を講じてください。

コマクサの日本一の群生地

別名「南部片富士」としても県民に親しまれている名峰岩手山は、その

可憐な姿から高山植物の女王といわれる「コマクサ」の日本一の群生

地としても知られています。本市から山頂への登山コース「焼走りコ

ース」上では、全長約１ｋｍにわたってコマクサが咲き渡る「コマクサ

ロード」が登山愛好家にも人気を博しています。毎年山開きの時期に

は見ごろを迎え、８月頃まで長期間楽しむことができます。

日本一のコマクサ群生地

　十和田八幡平国立公園の八幡
平地域が国立公園として指定さ
れてから、令和８年７月１０日で
70周年を迎えます。



プレスリリース

発表項目 No.2
令和８年５月 29 日 記者会見

サウンディング型市場調査を実施します

【発表の要旨】
　令和７年 10 月２日から臨時休業し、指定管理者の指定解除に伴い 11 月１日から休業し
ている岩手山焼走り国際交流村の運営再開に向け、市は、サウンディング型の市場調査を
実施します。
　調査では、民間事業者の皆様との対話を通じて、岩手山焼走り国際交流村の今後の活用
の仕方についてご意見やご提案をいただくとともに、管理運営の市場性や事業者としての
参画可能性等を確認し、岩手山焼走り国際交流村の運営再開を目指します。

参入意向や市場性、課題を探り、事業者が参入しやすい条件整備につなげます

１　調査内容　

３　参加対象者　

２　調査手法

４　詳細　　 詳しくは市ホームページを確認してください

【担 当】
産業建設部 商工観光課 観光振興係
　物産振興係長　中軽米広和
   電話 0195-74-2111（内線 1321）

事業を行うにふさわしい資力、経営力、信用力、技術力及び法的資格を有し、
今後実施する予定の事業者公募に応募する意向のある者のうち、事業の実施
主体となり得る法人又は法人のグループ（所在地は市内・市外を問わない）

・サウンディング調査（対話型市場調査）
・トライアルサウンディング調査（試行調査）

・岩手山焼走り国際交流村（温泉施設、キャンプ場、天文台）の市場性について
・岩手山焼走り国際交流村の事業手法（指定管理、売却、譲渡等）及び参入可能性
　について
・岩手山焼走り国際交流村の活用事業について
・事業者案を採用した場合の実現への要望・条件・課題等（費用、事業期間等）

岩手山焼走り国際交流村の運営再開に向け

サウンディング

　事業発案段階や事業化検討段階におい
て、事業内容や事業スキーム等に関して、
直接の対話により民間事業者の意見や新
たな事業提案の把握等を行うことで、対
象事業の検討を進展させるための情報収
集を目的とした手法である。
　また、事業の検討の段階で広く対外的
に情報提供することにより、当該事業に
対する民間事業者の理解の促進や参入意
欲の向上を期待するもの。

トライアル・サウンディング

　公民連携による効果的な活用の方
法を探るため、公共施設等の暫定使
用を希望する民間事業者等を募集
し、一定期間、社会実験として実際
に使用してもらう手法
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発表項目 No.3
令和８年５月 29 日 記者会見

１　日時　６月20日㈯　　13時から17時まで

【担 当】
教育委員会事務局　教育総務課
　課長補佐　羽澤　りち子
　電話 0195-74-2111（内線 1361）

「ウィキペディアタウンin八幡平」を開催します

【発表の要旨】
　８月に大更駅前に開館する 8 テラス（市交流複合施設）、同施設に移転する市立
図書館の、開館プレ イベントとして「ウィキペディアタウン in 八幡平」を開きます。
　イベントでは、まだウィキペディアにページのない八幡平市関連の記事を、皆さ
んの手で実際に作成します。

参加者の手で八幡平市の魅力を世界に発信

２　場所　市役所多目的ホール棟

５　対象　高校生以上（市外在住の方も参加可能です）

　裏面に、８テラスのスタッフ
によるイベント紹介文を掲載し
ました。
　オープン後も、さまざまな企
画を実施することで、多くの人
が施設に集い、交流し、楽しんで
もらえるような施設運営に取り
組んでまいります。

事業の経緯・新規性・話題性など

８テラス（市交流複合施設）オープン前イベント

添付のチラシも参照してください

申し込み

６　申し込み
　必要（先着 10人）
　右のＱＲコードまたはシダックス大新東ヒューマンサービス㈱
（旧市立図書館内☎ 75-1700）に電話で申し込んでください
（電話での受け付けは平日９時から 15時 30分まで）

海
ら っ こ

獺さん
Wikipedia日本語
版の元管理者

現役学生ウィキ
ペディアン

おしかさん

全国各地でWikipediaや情報リテラ

シーの理解を広める活動をしている

2020年から、自身の地元、石巻市や

宮城県に関する記事を執筆している

４　講師

３　内容
　市内に存在する、お祭りや伝統芸能など、ウィキペディアにページのない八幡平市関連の記事を、
参加者の手で作成し、八幡平市を世界に発信します。

次ページは、８テラススタッフによるイベント紹介



事業の経緯・新規性・話題性など
８テラスのスタッフが
イベントを紹介します

　8テラスの開館プレイベントとして八幡平市民の皆さんに何が貢献できるかをス

タッフ全員で考えました。楽しい遊びのイベントや読み聞かせなど子どもたち向けの

イベントなども検討しました。

　ですが、原点に立ち、図書館スタッフとして何ができるかを考えたところ「八幡平

市の魅力・郷土の誇りをたくさんの方に知っていただくこと」それが私たちにできる

最善のイベントと思い、着手いたしました。

　参加者の皆さんに理解いただける外部講師の人選や今後継続できる内容にするために、

まず準備段階として4月18日㈯「ネットの情報で困らないために」という情報リテラシー

を学ぶ講習を開催しました。根拠のある情報を見極めることの大切さについて学ぶ機会と

なりました。

　この内容を生かし、第 2回目のプレイベントとして、ウィキペディア上にまだ存在

していない八幡平市に関連する記事を作成します。郷土資料などを活用し調べたもの

を記事としてまとめ、発信していくことでこれまで知らなかった八幡平市の魅力や歴

史などを学んでいただくことができます。また自分の学びを発信することで、世界中

の人々の学びにつながる可能性もあります。少し大げさに聞こえるかもしれませんが、

地球の裏側の人にも八幡平市について興味をもってもらうことができます。

　記事を作成するためには根拠のある情報が必要です。そのため、このイベントを通

して図書館の本や郷土資料の大切さ、そしてその価値についても改めて触れていただ

ける機会になると考えています。

　皆さんが作成した記事は、ウィキペディア上で多くの人の目に触れることになります。

情報を「発信する側」として体験していただくことのできる貴重な機会となっています。

　8テラスでは今後もウィキペディアタウンを継続的に実施し、編集ボランティアを

募り魅力ある記事を増やしていく予定です。皆さんの交流と情報発信の拠点となれる

よう取り組んでまいります。
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発表項目 No. ４
令和８年５月 29 日 記者会見

【発表の要旨】
　岩手・秋田にまたがる日本百名山八幡平において、入山者らの安全と多くの観光
客の来訪を祈念して、八幡平市、秋田県鹿角市合同で「八幡平山開き」を開催します。
　山開きの式典は、このエリアに多くの登山客や観光客をお迎えしようと、本
市と鹿角市が交互に幹事となって行なっています。十和田八幡平国立公園八幡
平地域指定 70 周年の節目となる今年は、鹿角市が幹事となり、様々な企画で、
当エリアを盛り上げていきます。

国立公園指定70周年の節目の式典を両市合同で開催

八幡平山開きを開催します

２　共催	 一般社団法人八幡平市観光協会、十和田八幡平ツーリズム

１　主催	 八幡平市、秋田県鹿角市（幹事）

４　会場	 八幡平山頂レストハウス内ほか　　　　　　

１）安全祈願（担当：一般社団法人八幡平市観光協会）

６　荒天時の対応

３　開催日時　６月 20 日㈯　午前10時から

５　内容

【担 当】
産業建設部　商工観光課
　観光振興係　山田　耕大
　電話 0195-74-2111（内線 1313）

　十和田八幡平国立公園の八幡
平地域が国立公園として指定さ
れてから、令和８年７月１０日で
70周年を迎えます。

２）山開きイベント（担当：鹿角市）　
　・主催者あいさつ
　・来賓祝辞
　・70 周年記念事業周知ＰＲ
　・登山隊へ市旗・ピッケルの授与

３）八幡平登頂イベント　
　・ピッケル交換、万歳三唱、乾杯

４）ガイド付き散策（担当：鹿角市）

５）鹿角高校吹奏楽部によるアンサンブルコンサート（担当：鹿角市）　・・大沼ビジターセンター

・・終了後、登山隊が出発

・荒天時は安全祈願、山開きのみの実施とします。
・八幡平アスピーテラインが通行できない場合は、松尾八幡平ビジターセンター

岩手・秋田の絆で迎える特別なシーズン

　（岩手県八幡平市柏台１-22）で安全祈願、山開き
　イベントを実施します。
・登山の際は音を鳴らすなど、クマに対して十分
　な対策を講じてください。

・・八幡平山頂

・・安全祈願に引き続き実施

・・八幡平山頂レストハウス内

・・後生掛自然研究路
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発表項目 No.5
令和８年５月 29 日 記者会見

２　共催	 八幡平市

【発表の要旨】
　十和田八幡平国立公園八幡平地域は、500 種以上の高山植物が自生し、多くの人を引
きつける景勝地です。また、八幡平山頂周辺は特別保護地区にも指定されています。
　しかしながら、公園内の車道や登山道沿いにセイヨウタンポポやフランスギクなど比較的
繁殖力の強い外来植物が繁茂し、自生植物を駆逐。もともとの景観が変化してきています。
　今回の活動では、関係する皆様の協力のもと、これらを駆除するとともに、この
活動を広く知っていただくことで啓発につなげ、自然植生の保護に努めます。

松尾中の生徒が八幡平山頂見返峠付近で植生保護活動
外来植物駆除キャンペーンを実施します

３　協力	 環境省／岩手北部森林管理署／岩手県環境生活部自然保護課／岩手県盛岡広域振興局
		  土木部岩手土木センター／八幡平市教育委員会／一般財団法人自然公園財団八幡平支
		  部／八幡平市立松尾中学校／八幡平自然散策ガイドの会／公益社団法人隊友会八幡平分会　

１　主催	 一般社団法人八幡平市観光協会

セイヨウタンポポ・フランスギクなどを対象に

５　実施場所	 見返峠駐車場付近　※集合：八幡平アスピーテライン山頂待避所

開会式　①挨拶　　　　　八幡平市観光協会会長、八幡平市教育長
	   ②宣誓　　　　　八幡平市立松尾中学校生徒代表
　　　　③協力団体紹介　八幡平市観光協会事務局
　　　　④内容説明　　　環境省十和田八幡平国立公園管理事務所
移動・駆除作業
	 １年生：見返峠駐車場周辺（秋田側）
	 ２年生：アスピーテライン山頂待避所、見返峠駐車場（岩手側）
	 ３年生：山頂散策路（ガイド同行）
閉会式　①感想発表　 八幡平市立松尾中学校生徒代表
　　　　②講評　　　 八幡平市立松尾中学校校長、環境省十和田八幡平国立公園
			   管理事務所盛岡管理官事務所

７　荒天時の対応　前日６月 24 日㈬の午後２時に翌日の天気予報を確認し、荒天の場合は中止と
			     する。

４　実施日時	 ６月 25 日㈭　小雨決行

９：20

11：30

10：00

６　実施内容（次第）

外来植物のセイヨウタンポポ

外来植物のフランスギク【担 当】
産業建設部　商工観光課
　観光振興係　山田　耕大
　電話 0195-74-2111（内線 1313）

盛岡管理事務所
　十和田八幡平国立公園の八幡
平地域が国立公園として指定さ
れてから、令和８年７月１０日で
70周年を迎えます。
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【担 当】
産業建設部 商工観光課 観光振興係
　係長　佐々木　優聡
　電話 0195-74-2111（内線 1312）

バリアフリー e スポーツイベント

【発表の要旨】
　格闘ゲーム経験の有る無しに関わらず、「誰もが挑戦者として並び合える場所」をコンセ
プトに、障害のあるプレイヤーと健常者が一堂に会し、格闘ゲームを通じて交流・競技を
行なう共生型ｅスポーツイベントを開催します。

障がいの有無にかかわらず、最新の情報通信支援技術でゲームを楽しみます

ハチエフ 26 を開催します

１　イベント名　ハチエフ 26

３　開催日時　　 ７月 11 日㈯～ 12 日㈰　※ １１ 日は団体戦、１２ 日は個人戦

４　会場　　 安比リゾートセンター　２Ｆプラザホール特設会場

２　主催

５　内容

株式会社ｅＰＡＲＡ（ＨＰ https://epara.co.jp/ ）

６　その他

申し込みは特設サイト https://8f.gg/ から

両日とも午前 10 時会場

１）格闘ゲームでの対戦交流
障がいの有無を問わず、誰もが対戦を楽しむことができます。

２）ゲームアクセシビリティ体験
ゲームを通じて入力支援補助装置の体験ができます。障がい者の自立支援等に関
する相談も可能です。また、今年は就労体験ブースの初出展を予定しています。

３）展示、物産・飲食
様々な展示や特設ブースが設置され、物販・飲食エリアでは、岩手県の名産
や食事を楽しむことができます。

入場無料　※大会参加、観戦・一般参加で事前の申し込みが必要
になります。

開催に向けてクラウドファンディングを実施しています。詳細は
下記 URL をご確認ください
https://camp-fire.jp/projects/863084/view

参加申込﻿

クラファン﻿

発表項目 No.6
令和８年５月 29 日 記者会見
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発表項目 No. ７
令和８年５月 29 日 記者会見

【発表の要旨】
　令和４年８月に開校し４年目を終えるハロウインターナショナルスクール安比ジ
ャパンから、初めての卒業生（日本の高校３年生に当たる）となる 34 人（予定）が卒業
します。
　八幡平市で過ごし、これから世界に羽ばたく卒業生に、卒業記念として、本市の
特産である安比塗の箸を贈呈します。

伝統の漆製品が、未来のリーダーたちと本市の架け橋に

ハロウ安比校 初の卒業生に市から記念品を贈呈します

２　場所	 　  ハロウインターナショナルスクール安比ジャパン　　　　　　

上記時間に、市長から卒業生の代表に記念品を贈呈します。

４　その他

１　開催日時　６月 17 日㈬　午後４時から

３　内容

【担 当】
企画総務部　企画財政課
　秘書政策係長　田村　大
　電話 0195-74-2111（内線 1211）

贈呈の様子を取材可能です。卒業生代表へも取材は可能ですが、
詳細は、当日、ハロウ校にてご確認願います。

ローカルで学んだ卒業生がグローバルへ

おさらい

　ハロウインターナショナルスクール安比ジャパン（ハ
ロウ安比校）は、450 年の歴史を持つイギリスのハロウ
スクール（本校）が、日本で初めて開校した全寮制のイン
ターナショナルスクールです。
　同校では、11 歳から 18 歳（Year7~Year13）の生徒
を世界中から受け入れています。

取材を希望される報道機関は、６月５日までに、八幡平市役所、下記担当あてご連絡願います。



プレスリリース

発表項目 No.8
令和８年５月 29 日 記者会見

防災標語コンテストを開催します

【発表の要旨】
　防災対策（防災備蓄やローリングストック等）の標語制作を通じて、八幡平市
民、市内小中学校の児童・生徒・保護者等に防災備蓄やローリングストック等に
ついて考える機会を創出し、防災対策意識の高揚及び防災備蓄・ローリングスト
ック等の推進を図ることを目的として防災標語コンテストを実施します。

防災対策意識の高揚を図る取り組み

２　対　象

１　主催等

５　部門・賞

包括連携協定を締結した大塚製薬㈱と共催で

３　募集期間　　 ６月１日㈪～６月 ３０ 日㈫まで

【担 当】
企画総務部 防災安全課 消防防災係
　防災対策専門員　山口典行
　電話 0195-74-2111（内線 1262）

４　応募作品

６　応募方法

応募フォーム

　本市と大塚製薬㈱では、令和４年５月 19日に
それぞれの資源を相互に活用し、本市の地域課
題の解決や、市民生活の向上等に資することを
目的として、包括連携協定を締結しています。
　今回のコンテストは、この連携協定に基づくもの
で、本市では初めての開催となります。

事業の経緯・新規性・話題性など

 「自然災害に備えて」をテーマに、家族の決め事、日頃からの準備、防災備蓄、
ローリングストック等について制作した五・七・五形式（※）の防災標語。
※五・七・五形式を基本とした概ね 20 字以内の標語
( 例 )「あることが　日常になる　非常食」

２部門（一般の部、小中学校の部）
部門ごとに、八幡平市長賞１点と、大塚製薬賞５点を入賞者として選出します。
入賞者には、賞状とカロリーメイトギフトセット等が贈られます。

防災標語募集リーフレット、広報はちまんたい、市ＨＰに記載の
ＱＲコード（右に記載のQRコードと同じ）から応募フォームを開き、
必要事項を入力し応募します。

市民及び市内小中学校の児童生徒、教職員

主催：大塚製薬㈱
共催：八幡平市
後援：八幡平市教育委員会

ふだん食べているカップめんや缶詰、イン
スタント味噌汁など少し多めに買い置き
し、賞味期限の古いものから消費し、食べ
たらその分を買い足す備蓄の方法です

ローリングストックとは

添付のリーフレットを参照してください





プレスリリース

発表項目 No.9
令和 8 年 5 月 28 日 記者会見

１　日時
　　６月 14 日（日）　午前８時30分から

【担 当】
企画総務部　防災安全課
　消防防災係　畑・柳澤・逢坂
　電話 0195-74-2111（内線 1261・1263）

【発表の要旨】
　消防団員が消防操法の熟達の成果を発表し、団員の士気高揚を図る「令和８年
度八幡平市消防操法競技会」を実施します。
　この競技会は、消防操法の基本技術を習得することで、火災発生時に迅速、
確実及び効果的な活動を行い、市民生活の安全を確保することを目的としてい
ます。

消防団員が消火要領の迅速さと正確さを競います

令和 8 年度市消防操法競技会を開催します

消防団員 692 人
うち機能別団員 117 人
うち女性消防団員 36人

　昨年度、団員の負担軽減を目的に、隊員
の規律や団体行動を競う「規律訓練」を実
施しないこととしました。
　今年度も規律訓練は実施せず、操法訓
練のみを行ないます。

２　会場
　　松尾総合運動公園多目的運動場
　　（開会式・操法訓練・閉会式）

３　訓練種目
　（１）　ポンプ車操法　　　出場隊10隊
　（２）　小型ポンプ操法　　出場隊6隊

４　消防団員数（R8.4.1 現在）



プレスリリース

発表項目 No.10
令和８年 5 月 28 日 記者会見

２　会場
　　松尾総合運動公園多目的運動場（アリーナまつお 西側）

【発表の要旨】
　防災技術を練磨し、市民の防火思想の高揚を図るため「令和８年度八幡平市消防演
習」を実施します。
　演習では、消防団による訓練をはじめ、防災ヘリコプターによる偵察訓練、市
内保育施設年長児による演技、少年消防クラブによる訓練が行われます。
　なおポンプ操法訓練では、先の市消防操法競技会の成績上位チームによる水
出し訓練を行うほか、放水訓練では後藤川を利用し、消防車両29台による直上
放水訓練を行います。

多数の消防車両による一斉放水は圧巻です
令和８年度市消防演習を開催します

市内10の保育所・こども園の園児（年長：
５歳児）による幼年消防クラブ演習は、
今年は86人の園児が参加予定です。

多数の消防車両から送水を受け行われる一斉放水は圧巻（写真は昨年）

４　市消防団の組織概要（R8.4.1 現在）

３　訓練種目
　・第１会場（主会場）　　松尾総合運動公園多目的運動場
　　部隊訓練、ラッパ吹奏訓練、幼・少年消防クラブ演習
　・第２会場　　多目的広場（ヘリポート）
　　ポンプ操法訓練、防災ヘリ偵察訓練
　・第３会場　　多目的広場
　　放水訓練
　・第４会場　　主会場周辺
　　分列行進

１　日時
　　６月28 日（日）　午前７時 50 分から

【担 当】
企画総務部　防災安全課
　消防防災係　畑・柳澤・逢坂
　電話 0195-74-2111（内線 1261・1263）

消防団員 692 人
水槽付ポンプ車 2台
ポンプ車 23台
積載車 30台
団指令車 ２台




